
田
彦
の
歴
史

田彦中学区地域づくりの会



発刊にあたって

　最近、田彦コミュニティセンターの窓口で、「田彦地区」

の歴史が知りたいのですが……

　そんなお話を何人かにいただき、地域づくりの会広報紙

「コミュニティ田彦」に連載された、「田彦の歴史」を一冊の

冊子として、まとめることに思い至りました。

　この連載は平成16年８月から平成25年12月迄の28回、

約十年に亘り、元勝田市市史編纂を担当されていた、田

彦の鈴木清氏に依頼。快くお引き受けいただき、ご本人

が亡くなる寸前まで、執筆していただいた貴重なものです。

　田彦地域は、大手企業の進出に伴い、他県や他地域か

らの方も多く居住されており、将来故郷としての田彦の

【温故知新】の、一助になればと思います。

　気軽に開き、気軽に読み聞き出来る、冊子として活用

いただければ、幸いです。
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江
戸
時
代
に
編
さ
ん
さ
れ
た
『
新
編
常
陸
国
誌
』
や
『
水
府
志
料
』
に
よ
れ
ば
、
「
田
彦
」
は
、

「
往
古
菅
谷
村
ヨ
リ
分
レ
テ
一
村
ト
ナ
リ
シ
ト
云
フ
、
（
以
下
略
）
」
と
あ
り
、
現
在
の
那
珂
町

か
ら
分
村
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
地
名
の
一
つ
に
、
「
寄
居
新
田
」
と

称
す
る
小
字
が
あ
る
。
今
の
寄
居
団
地
付
近
か
ら
吉
田
神
社
近
く
ま
で
、
地
図
上
か
ら
み
る
と
や

や
三
角
形
を
し
た
大
き
な
小
字
で
あ
る
。
こ
こ
は
い
う
ま
で
も
な
く
昔
の
菅
谷
村
の
新
田
開
発
の

地
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

「
田
彦
村
」
の
成
立
年
代
は
、
寛
永
の
検
地
と
深
い
関
係
が
あ
る
。
寛
永
十
八
年
か
ら
二
十
一

年
（
一
六
四
一
〜
一
六
四
四
）
に
か
け
て
水
戸
藩
が
行
っ
た
土
地
の
基
本
調
査
に
基
づ
い
て
作
成

し
た
「
御

お
ん
ち
ぎ
ょ
う
わ
り
ご
う
ち
ょ
う

知
行
割
郷
帳
」
に
初
め
て
田
彦
村
の
名
が
見
え
る
の
で
、
寛
永
十
八
年
の
誕
生
と
み

て
間
違
い
な
い
。

　

村
名
に
つ
い
て
は
、
「
常
陸
国
那
珂
郡
旅
子
村
」
と
記
さ
れ
た
史
料
に
基
づ
き
、
「
田
彦
村
」

と
書
き
替
え
て
、
公
的
な
村
名
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

田
彦
村
の
誕
生
と
地
名
の
由
来

田彦村の誕生と地名の由来
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む
か
し
、
田
彦
に
は
、
現
在
の
国
道
六
号
を
は
さ
ん
だ
広

い
範
囲
に
、
前
方
後
円
墳
一
基
、
円
墳
二
十
一
基
か
ら
な
る

古
墳
が
分
布
し
て
い
た
。
し
か
し
、
付
近
の
宅
地
化
が
進
む

に
つ
れ
て
、
昭
和
三
十
年
代
に
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
し
ま

田
彦
古
墳
群  

（
五
世
紀 

〜 

六
世
紀
）

い
、
現
在
数
基
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
一
基
は
墳

丘
上
部
が
平
に
削
ら
れ
吉
田
神
社
が
建
っ
て
い
る
。
こ
の
古

墳
は
大
き
く
変
形
し
て
い
る
が
、
現
状
か
ら
み
て
規
模
は
周

堀
を
含
め
て
直
径
お
よ
そ
三
十
メ
ー
ト
ル
位
と
推
測
で
き
る
。

　

国
道
の
東
側
（
字
後
原
）
に
あ
っ
た
唯
一
の
前
方
後
円
墳

は
、
か
つ
て
那
珂
湊
一
高
史
学
会
に
よ
っ
て
調
査
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
際
、
粘
土
床
や
木
棺
を
は
じ
め
、
人
物
埴
輪
（
武

人
は
に
わ
）
や
多
く
の
副
葬
品
な
ど
を
出
土
し
た
。
そ
の
出

土
品
の
一
部
は
現
在
、
市
の
埋
文
セ
ン
タ
ー
に
保
存
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
古
墳
の
全
長
は
十
五
な
い
し
二
十
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
規
模
で
あ
っ
た
と
い
う
。

田彦古墳群  （５世紀 〜 ６世紀）
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明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
三
月
に
田
彦
村
が
作
成
し
た
「
田

彦
宿
の
図
」
に
四
十
六
軒
の
家
並
み
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た

『
水
府
志
科
』
（
こ
の
志
科
は
幕
府
の
命
に
よ
り
、
文
化
四
年

（
一
八
〇
七
）
に
水
戸
藩
が
ま
と
め
た
領
内
全
域
の
地
誌
）
の

田
彦
村
の
項
に
、
「
戸
数
凡
そ
四
十
、
水
戸
迠
二
里
、
と
あ
り
、

「
駅
場
」
と
し
て
、
奥
州
岩
城
、
棚
倉
へ
の
往
還
駅
に
し
て
、
此

村
に
追
分
け
あ
り
。
岩
城
へ
下
る
者
は
此
駅
を
除
き
枝
川
よ
り
澤

へ
送
り
、
上
り
は
澤
よ
り
枝
川
へ
送
る
。
唯
棚
倉
へ
の
往
来
此
駅

に
て
次
ぐ
、
下
り
は
額
田
へ
送
り
、
上
り
は
枝
川
へ
送
る
。
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
田
彦
宿
の
殆
ど
の
家
に
は
商
売
に
係
る
屋
号
が

あ
る
。
そ
の
中
で
奥
州
街
道
筋
の
駅
家
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
の
が
「
馬
宿
」
で
、
そ
の
屋
号
を
今
に
伝
え
て
い
る
。　

田
彦
宿  

㈠

田彦宿 ㈠



水戸（江戸）街道…（現、県道180号を東京方面に向って）

5

　

幕
末
か
ら
明
治
初
期
ご
ろ
ま
で
田
彦
宿
に
一
里
塚
が
あ
っ

た
。
場
所
は
現
在
の
国
道
六
号
の
Ｔ
字
路
付
近
で
あ
る
。
そ

の
近
く
の
平
野
家
は
い
ま
で
も
「
つ
か
も
と
」
と
い
う
屋
号

で
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

一
里
塚
は
、
江
戸
日
本
橋
を
基
点
と
し
て
一
里
（
約
四
キ

ロ
）
ご
と
に
街
道
の
両
側
に
対
に
築
造
さ
れ
た
。
二
代
将
軍

秀
忠
の
命
に
よ
り
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
か
ら
は
じ
め
ら

れ
た
。
塚
の
規
模
は
五
間
四
方
（
約
九
メ
ー
ト
ル
）
高
さ
一

丈
（
約
三
メ
ー
ト
ル
）
を
基
準
と
し
て
造
ら
れ
、
塚
上
に
は

榎
樹
を
植
え
た
。
榎
樹
は
遠
く
か
ら
望
見
で
き
旅
人
に
安
息

を
与
え
る
目
的
が
あ
っ
た
。
水
戸
市
元
吉
田
町
一
里
塚
地
内

に
現
在
只
一
カ
所
だ
け
一
里
塚
跡
が
の
こ
っ
て
い
る
。

田
彦
宿  

㈡  

一
里
塚

田彦宿  ㈡  一里塚
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田
彦
の
一
里
塚
は
、
西
消
防
署
の
方
か
ら
国
道
に
向
か
っ
て
、
つ
き
当
た
っ
た
右
側
で
道
路
の

両
側
に
あ
っ
た
。
市
域
の
街
道
沿
い
に
は
枝
川
・
田
彦
・
佐
和
の
三
か
所
に
一
里
塚
が
あ
っ
た
が

今
で
は
全
部
姿
を
失
っ
た
。
田
彦
の
一
里
塚
は
江
戸
か
ら
数
え
て
三
十
二
番
目
に
あ
た
る
。
江
戸

時
代
初
め
の
岩
城
相
馬
街
道
（
水
戸
以
北
の
現
在
の
国
道
六
号
）
は
、
水
戸
城
下
か
ら
那
珂
川
の

青
柳
の
渡
し
（
の
ち
に
枝
川
に
移
る
）
を
渡
っ
て
津
田
街
道
を
通
り
市
毛
の
台
地
に
上
が
っ
て
現

在
の
刑
務
所
の
あ
た
り
で
国
道
に
合
流
す
る
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
枝
川
の
津
田
街
道
沿
い
に
あ
っ

た
一
里
塚
は
今
は
無
い
が
そ
の
辺
一
帯
は
「
塚
辺
」（
つ
か
べ
）
と
い
う
地
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。

田
彦
宿  

㈢  

一
里
塚
―
二

田彦宿  ㈢  一里塚 ―二
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田
彦
地
方
の
地じ

と
う頭
と
し
て
土
着
し
た
藤
佐
久
五
郎
と
も
よ

ば
れ
た
吉
田
為た

め
も
と幹
の
館
は
、
現
在
の
寄
居
団
地
の
敷
地
一
帯

の
地
に
あ
っ
た
。
館
の
東
側
は
平
垣
で
あ
る
が
往
時
は
堀
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
西
側
は
田
ん
ぼ
を
へ
だ
て
て
早
戸

藤ふ
じ
さ
く
う
じ
や
か
た
あ
と

佐
久
氏
館
跡

川
が
流
れ
、
南
と
北
側
に
は
湿
地
帯
が
細
長
く
入
り
く
ん
で

お
り
、
あ
た
か
も
天
然
の
外
堀
の
役
目
を
果
た
し
て
い
た
。

こ
の
う
ち
南
側
の
谷
津
田
は
埋
立
て
ら
れ
て
現
存
し
な
い
。

　

本
郭
（
本
丸
）
は
、
全
体
か
ら
み
て
や
や
東
北
寄
り
に
位

置
し
て
い
る
。
一
辺
が
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
薬や

げ
ん
ぼ
り

研
掘

（
Ｖ
字
形
）
の
深
い
空か

ら
ぼ
り堀
と
高
い
土
塁
を
め
ぐ
ら
し
て
い

る
。
二
の
郭
は
、
周
囲
を
堀
と
土
塁
を
ま
わ
し
た
形
で
復
郭

式
方
形
館
と
よ
ば
れ
る
。
こ
の
形
式
の
館
は
鎌
倉
時
代
初
期

（
一
二
〇
〇
年
代
）
に
属
す
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

館
跡
は
、
昭
和
四
一
〜
二
年
寄
居
団
地
造
成
工
事
の
さ
い

破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

藤佐久氏館跡

二の郭
土塁

土塁

堀

本郭

堀

菅

谷

道

街

民明洞

藤佐久氏館跡見取図
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現
在
の
寄
居
団
地
一
帯
の
地
に
居
館
を
構
え
て
い
た
藤
佐
久
五
郎
為
幹
（
本
紙
、

７
頁
「
藤
佐
久
氏
館
跡
」
参
照
）
は
、
吉
田
氏
兄
弟
の
五
男
で
あ
る
。
吉
田
氏
は
、

平
将
門
の
伯
父
で
あ
る
平
国
香
の
後
裔
（
こ
う
え
い
）
で
、
平
安
時
代
末
期
よ
り

吉
田
郡
内
に
勢
威
を
ふ
る
っ
た
。
今
の
水
戸
市
吉
田
地
方
に
本
拠
を
お
き
吉
田
の

地
名
を
名
字
と
し
た
。
吉
田
広
幹
に
は
大
勢
の
男
子
が
い
た
が
、
み
な
那
珂
川
以

北
の
地
に
地
頭
と
し
て
は
り
つ
け
勢
力
の
拡
大
を
は
か
っ
た
。
特
に
次
男
興
幹
を

白
方
（
東
海
村
）
に
、
三
男
里
幹
を
多
良
崎
（
足
崎
）
に
配
し
た
こ
と
は
太
田
の

佐
竹
氏
を
意
識
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

兄
弟
全
部
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
名
を
名
字
に
し
て
い
る
の
に
対
し
、
た
だ
一
人
為

幹
だ
け
が
例
外
で
あ
る
。
為
幹
が
土
着
し
た
と
こ
ろ
は
、
往
時
は
田
彦
と
い
う
地

名
は
な
く
、
お
そ
ら
く
草
深
い
未
開
発
の
地
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
藤
佐
久
と
い

う
名
字
は
、
そ
う
し
た
土
地
柄
に
よ
っ
た
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
興
味
深

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
鹿
島
神
宮
な
ど
で
は
藤
の
花
の
咲
き
具
合
に
よ
っ
て
そ
の
年
の

豊
凶
を
占
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
昔
か
ら
藤
は
縁
起
よ
い
花
と
さ
れ
て
き
た
。

藤ふ
じ
さ
く
う
じ

佐
久
氏
の
系
譜

藤佐久氏の系譜



藩士九人の墓　　   役夫二人の墓
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奥
州
岩
城
街
道
（
水
戸
以
北
・
現
、
六
号
国
道
）
沿
い
の

田
彦
宿
は
、
戸
数
凡
そ
、
四
十
戸
余
り
の
小
集
落
で
あ
る
が

交
通
上
重
要
な
駅
場
で
あ
っ
た
。
今
か
ら
一
四
二
年
前
宿
場

は
ま
た
た
く
ま
に
火
に
包
ま
れ
焼
野
原
と
化
す
と
い
う
事
件

が
あ
っ
た
。

　

元が
ん
じ治
元
年
（
一
八
六
四
）
九
月
九
日
に
起
こ
っ
た
災
難
で

あ
る
。
旧
暦
の
九
月
は
今
日
の
十
月
あ
た
り
秋
の
穫
り
い
れ

最
中
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
争
乱
は
、
幕
末
の
厳
し
い
内
外
の
情
勢
の
な
か
で
生

ま
れ
た
水
戸
学
の
尊
王
攘
夷
論
の
思
想
に
基
づ
く
改
革
派

（
尊
攘
派
）
の
天
狗
党
と
、
保
守
門
閥
派
の
諸
生
党
と
が
藩

を
二
分
し
て
争
っ
た
水
戸
藩
の
内
乱
で
あ
る
。
も
と
は
、
藤

田
東
湖
の
四
男
小
四
郎
が
中
軸
と
な
っ
て
、
元
治
元
年
三
月

二
十
七
日
、
尊
攘
の
大
義
を
旗
印
と
し
て
筑
波
山
に
挙
兵

天
狗
諸
生
の
乱
と
田
彦
宿  

㈠
し
た
こ
と
が
そ
の
発
端

と
な
っ
た
。
世
に
ゆ
う

「
天
狗
諸
生
の
乱
」
で

あ
る
。

　

こ
の
挙
兵
の
報
に
幕
府
は
驚
き
、
関
東
、
東
北
二
九
藩
に

指
令
を
発
し
鎮
圧
に
の
り
だ
し
た
。
こ
の
命
を
う
け
た
宇
都

宮
藩
は
九
月
六
日
田
彦
村
に
宿
陣
し
た
。

　

一
方
、
天
狗
党
は
、
額
田
原
（
那
珂
市
）
の
合
戦
で
勝
利

し
て
陣
を
引
き
揚
げ
た
宇
都
宮
藩
兵
の
拠
る
田
彦
村
へ
と
向

か
い
、
こ
こ
で
合
戦
と
な
っ
た
が
、
宇
都
宮
藩
は
破
れ
敗
走

し
た
。
こ
の
戦
い
で
宇
都
宮
藩
士
九
人
と
役
夫
二
人
が
戦
死

し
た
。
こ
の
戦
死
者
は
、
通
称
「
ナ
カ
ラ
ン
ト
ウ
＝
中
卵

塔
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
共
同
墓
地
の
一
角
に
葬
ら
れ
、
大
小

二
基
の
墓
碑
が
た
っ
て
い
る
。

天狗諸生の乱と田彦宿 ㈠



お救いの願書
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幕
末
の
元
治
元
年
に
起
き
た
い
わ
ゆ
る
天
狗
諸
生
の
乱
（
「
子ね

年
の
お

騒
ぎ
」
と
も
い
う
）
で
、
た
ま
た
ま
田
彦
村
に
宿
陣
し
た
幕
府
側
の
宇
都

宮
藩
兵
と
天
狗
党
が
交
戦
し
、
田
彦
宿
は
丸
焼
け
に
な
っ
た
。
（
し
か
し
、

古
老
の
話
で
は
一
軒
だ
け
難
を
免
れ
た
と
い
う
。
）

こ
の
遭
難
に
際
し
、
田
彦
村
の
庄
屋
と
組
頭
が
連
名
で
、
村
の
窮
状
を
訴

え
て
お
救
い
願
い
を
藩
の
役
所
へ
出
し
た
。
そ
の
と
き
の
史
料
を
見
る
と
、

「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
事
＝
お
そ
れ
な
が
ら
か
き
つ
け
を
も
っ
て
ね
が

い
あ
げ
た
て
ま
つ
り
そ
う
ろ
う
こ
と
」
と
い
う
表
題
で
、
内
容
は
大
要
つ

ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

　

「
九
月
六
日
宇
都
宮
藩
戸
田
越
前
守
様
の
宿
陣
と
な
り
、
村
役
人
総
出
で
宿
割
り
な
ど
の
用
向
を
勤
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
九
日

に
な
っ
て
砲
戦
と
な
り
、
宿
中
一
同
焼
け
失
せ
て
し
ま
っ
た
。
諸
品
、
農
具
は
も
ち
ろ
ん
、
食
料
に
至
る
ま
で
残
ら
ず
焼
失
し
大

へ
ん
難
渋
し
て
い
る
。
此
上
は
、
小
屋
掛
け
な
ど
で
も
出
来
れ
ば
農
事
に
も
差
し
支
え
る
の
で
仮
普
請
手
当
と
し
て
材
料
を
頂
戴

い
た
し
た
く
早
速
許
可
さ
れ
た
い
。
」
と
し
て
被
災
者
名
簿
を
添
え
て
願
い
出
た
の
で
あ
る
。

　

恐
ら
く
こ
の
願
い
は
聞
き
届
け
ら
れ
、
何
ら
か
の
救
済
策
が
と
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
史
料
不
足
の
た
め
不
明
で
あ
る
。

天
狗
諸
生
の
乱
と
田
彦
宿  

㈡

天狗諸生の乱と田彦宿 ㈡



本堂壁面の彫刻「下り藤」
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田
彦
の
吉
田
神
社
の
縁
起
に
つ
い
て
、
『
新
編
常
陸
国
誌
』
に
、

「
〔
七
面
明
神
〕
元
祿
五
年
、
熊
野
権
現
ヲ
七
面
ニ
改
ム
、
市
毛
村

無
二
亦
寺
ヲ
別
当
ト
ナ
ス
」
と
あ
り
、
ま
た
、
『
茨
城
県
神
社
誌
』

に
は
、
「
往
古
は
熊
野
権
現
を
祭
る
（
水
戸
彰
考
館
鎮
守
帳
）
、
元

祿
五
年
七
面
明
神
に
改
め
一
村
の
鎮
守
と
し
た
。
安
政
三
年
藩
主
斉

昭
七
面
明
神
を
廃
し
、
常
陸
三
ノ
宮
吉
田
神
社
の
分
霊
を
奉
斎
し
吉

田
神
社
と
改
め
た
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
平
野
家
に
伝
わ
る
古
文
書

に
は
、
「
紀
州
和
歌
山
の
熊
野
神
の
分
霊
を
祀
り
平
野
氏
の
氏
神
と

な
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
、
吉
田

神
社
本
殿
の
両
側
の
壁
面
に
、
平
野
氏
の
家
紋
で
あ
る
「
下
り
藤
」

の
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
他
に
例
を
見
な
い
珍
し
い
も
の

で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
平
野
氏
は
江
戸
氏
に
仕
え
た
菅
谷
の
寄
居
城

主
平
野
豊
前
守
重
資
よ
り
分
か
れ
、
室
町
末
期
こ
ろ
兄
弟
三
人
で
旅

子
村
（
田
彦
村
）
へ
移
り
住
み
発
展
し
た
。

吉
田
神
社
の
由
縁  

㈠

吉田神社の由縁 ㈠
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七
面
明
神
は
、
田
彦
で
は
「
七
面
さ
ま
」
と
称
し
て
崇
拝
さ
れ
て
い
る
。

　

元
禄
十
四
年
の
春
、
水
戸
二
代
藩
主
光
圀
の
意
志
に
よ
っ
て
、
市
毛
に
日
蓮
宗
の
一

乗
山
無む

に
や
く
じ

二
亦
寺
が
落
慶
開
堂
し
た
。
そ
し
て
翌
十
五
年
に
、
も
と
も
と
平
野
家
の
氏
神

で
あ
る
熊
野
三
社
権
現
（
熊
野
本
宮
大
社
・
熊
野
速
玉
大
社
・
熊
野
那
智
大
社
の
総

称
）
を
七
面
明
神
と
改
め
て
無
二
亦
寺
の
支
配
と
し
た
。
さ
ら
に
天
保
十
四
年
に
、
藩

の
宗
教
改
革
に
よ
っ
て
吉
田
神
社
に
改
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
現
在
の
地
に
一
堂
を
建

立
し
て
七
面
明
神
を
遷
座
し
た
。
七
面
さ
ま
は
、
い
ま
で
も
無
二
亦
寺
の
守
護
神
で
あ

る
と
同
時
に
、
鬼
門
除
け
、
方
位
除
け
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

現
在
、
七
面
さ
ま
は
人
び
と
の
篤
い
信
仰
の
も
と
に
、
毎
月
十
九
日
に
、
お
題
目

講
が
行
わ
れ
て
い
る
。

吉
田
神
社
の
由
縁  

㈡  

七
面
明
神

〔
付
記
〕

前
頁
で
引
用
し
た
『
新
編
常
陸
国
誌
』
及
び
『
茨
城
県
神
社
誌
』
の
な
か
で
、
熊
野
権
現

を
七
面
明
神
に
改
め
た
年
代
を
元
禄
五
年
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
何
ら
か
の
誤
り
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
、
元
禄
五
年
に
は
無
二
亦
寺
は
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

吉田神社の由縁 ㈡  七面明神



メーダマ
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昔
の
よ
う
な
生
活
様
式
は
急
速
に
変
化
し
、
祖

父
の
代
か
ら
継
承
し
て
き
た
慣
行
習
俗
は
姿
を
消
し
つ
つ
あ
る
。

そ
こ
で
今
回
は
昔
の
正
月
行
事
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と

に
し
よ
う
。
昔
は
旧
暦
で
あ
っ
た
か
ら
今
よ
り
約
一
か
月
ぐ
ら
い

は
遅
か
っ
た
。

　

先
ず
、
正
月
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
暮
の
う
ち
に
門
松
を
立

て
、
準
備
す
る
。
年
が
明
け
て
「
元
朝
参
り
」
は
、
暗
い
う
ち
か

ら
競
っ
て
村
の
鎮
守
さ
ま
に
お
参
り
し
て
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す
。

こ
れ
を
一
番
山
を
踏
む
と
い
っ
た
。
「
三
が
日
」
正
月
三
が
日

は
、
一
家
の
主
（
男
）
が
早
く
起
き
て
井
戸
か
ら
若
水
を
く
み
お

茶
を
わ
か
し
て
炊
事
を
す
る
。
三
が
日
の
朝
の
食
事
は
各
家
に
伝

わ
る
カ
レ
イ
（
家
例
）
が
あ
っ
て
、
ホ
シ
モ
チ
に
塩
引
き
や
お
雑

煮
な
ど
そ
の
家
に
よ
り
こ
と
な
る
。
「
山
入
り
」
正
月
六
日
。
こ

の
日
か
ら
山
仕
事
が
出
来
る
。
山
へ
ゆ
き
松
枝
を
伐
り
そ
れ
に

年
中
行
事  

正
月
行
事

白
い
ご
幣
を
結
わ
え
つ
け
地
面
に

立
て
、
そ
こ
に
半
紙
を
し
き
切
餅

や
塩
引
な
ど
を
の
せ
て
カ
ラ
ー
ス
、

カ
ラ
ー
ス
と
呼
ぶ
。
こ
れ
を
（
鳥

呼
ば
り
）
と
い
う
。
「
七
草
」
正

月
七
日
。
粥
の
中
に
青
葉
（
菜
種
な
ど
）
入
れ
て
食
べ
る
。
「
お

供
え
く
ず
し
」
正
月
十
一
日
。
神
棚
に
お
供
え
し
た
鏡
餅
な
ど
を

下
げ
て
食
べ
る
。
ま
た
、
こ
の
日
は
「
鍬
入
れ
＝
な
ま
っ
て
カ
イ

レ
」
を
お
こ
な
う
。
農
耕
始
め
の
儀
礼
で
あ
る
。
畑
に
三
鍬
ず
つ

う
な
っ
て
松
枝
を
立
て
半
紙
を
し
い
て
オ
サ
ン
ゴ
（
白
米
・
切
餅

な
ど
）
を
供
え
、
カ
ラ
ー
ス
、
カ
ラ
ー
ス
と
三
回
呼
び
鳥
に
つ
い

ば
ま
せ
て
、
そ
の
年
の
作
物
の
豊
凶
を
占
っ
た
。
「
ワ
ー
ホ
イ
」

正
月
十
四
日
。
正
月
飾
り
な
ど
を
門
口
で
燃
や
し
、
ワ
ー
ホ
イ
、

ワ
ー
ホ
イ
と
唱
え
る
。
こ
れ
を
鳥
追
い
と
も
い
う
。
「
マ
ユ
玉
＝

繭
玉
」
こ
の
朝
餅
を
つ
い
て
紅
白
の
メ
ー
ダ
マ
を
つ
く
り
、
ナ
ラ

の
木
な
ど
に
な
ら
せ
て
豊
作
を
祝
っ
た
。
「
エ
ビ
ス
講
」
二
十
日

正
月
。
一
升
桝
に
財
布
を
入
れ
、
頭
付
の
生
魚
な
ど
を
供
え
、
オ

エ
ビ
ス
さ
ま
が
働
き
出
て
ゆ
く
の
を
祝
う
。

年中行事  正月行事



水門の下部は埋められ上部がのこる
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早
戸
川
は
、
市
内
で
最
も
大
き
な
川
で
あ
る
。
那
珂
市
飯

田
辺
り
に
源
を
発
し
枝
川
地
内
で
那
珂
川
に
注
ぐ
。

　

早
戸
川
の
名
は
、
水
戸
光
圀
が
命
名
し
た
と
い
わ
れ
る
。

地
元
で
は
「
オ
ー
ガ
」（
大
川
）
と
呼
ん
で
い
る
。

　

昔
か
ら
オ
ー
ガ
は
田
ん
ぼ
の
耕
作
に
は
欠
か
せ
な
い
灌
漑

用
水
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
魚
も
沢
山
と
れ
た
。
さ
ら
に

子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
適
当
な
水
遊
び
の
場
所
で
も
あ
っ
た
。

今
で
は
農
薬
や
生
活
雑
排
水
な
ど
の
排
水
路
と
化
し
た
。
し

か
し
、
魚
は
豊
富
に
い
る
が
誰
も
獲
ろ
う
と
は
し
な
い
。

　

オ
ー
ガ
の
下
流
部
に
は
大
き
な
水
門
が
あ
っ
た
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
出
来
た
本
格
的
な
構
築
で
あ
る
。
最
近
行
わ
れ
た

河
川
改
修
工
事
に
よ
っ
て
埋
め
立
て
ら
れ
、
辛
う
じ
て
上
部

だ
け
が
残
骸
を
さ
ら
し
て
い
る
。
川
も
一
変
し
た
。

　

昔
は
、
毎
年
夏
に
な
る
と
恒
例
と
し
て
水
門
が
開
か
れ
る
。

早
戸
川
物
語  

水み
ず
も
ん
び
ら

門
開
き

水
の
需
要
期
が
過
ぎ
た
お
盆
あ
が
り
の
八
月
半
ば
に
「
水
門

を
開
け
る
」
と
い
う
触
れ
が
回
る
と
、
皆
が
川
へ
と
急
ぐ
。

そ
れ
ま
で
満
水
だ
っ
た
川
は
す
っ
か
り
水
が
引
い
て
処
々
に

魚
が
顔
を
出
す
。
穴
セ
グ
リ
な
ど
で
コ
イ
・
フ
ナ
・
ナ
マ

ズ
・
ウ
ナ
ギ
・
オ
シ
ャ
ラ
ク
ブ
ナ
な
ど
の
魚
が
沢
山
獲
れ
た
。

オ
ー
ガ
は
ま
さ
に
蛋
白
質
の
供
給
源
で
あ
っ
た
。

早戸川物語  水門開き
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水
戸
藩
で
は
、
元
禄
末
期
ご
ろ
か
ら
深
刻
に
な
っ
て
い
た

藩
財
政
の
窮
乏
を
打
開
す
る
た
め
宝
永
の
改
革
が
お
こ
な
わ

れ
た
。
改
革
は
農
民
に
対
し
て
苛
政
を
施
い
た
の
で
、
こ
れ

に
耐
え
か
ね
た
農
民
た
ち
が
遂
に
改
革
の
中
止
と
改
革
の
中

心
人
物
で
あ
る
松
波
勘
十
郎
の
罷
免
を
求
め
て
立
ち
上
が
っ

た
。
こ
れ
が
世
に
言
う
宝
永
一
揆
で
あ
る
。
丁
度
こ
の
こ
ろ

田
彦
村
の
又
六
の
言
動
が
ま
た
た
く
間
に
水
戸
藩
全
領
に
ひ

ろ
が
り
大
衆
の
共
感
と
支
援
を
一
身
に
集
め
る
こ
と
と
な
っ

た
。
又
六
は
少
し
ば
か
り
の
土
地
を
持
つ
百
姓
で
あ
る
が
大

方
は
歩か

ち

ぶ
行
夫
を
業
と
し
て
い
た
。
歩
行
夫
と
は
、
宿
駅
か
ら

宿
駅
へ
旅
人
の
荷
物
を
運
搬
す
る
労
働
者
で
あ
る
。
あ
る
日
、

又
六
は
、
美
濃
部
又
五
郎
と
い
う
武
士
の
荷
物
を
田
彦
村
か

ら
佐
和
村
ま
で
運
ぶ
道
す
が
ら
、
こ
の
人
が
松
波
勘
十
郎
の

手
の
も
の
と
は
知
る
由
も
な
く
、
松
波
の
改
革
の
悪
政
を
大

宝
永
一
揆
と
田
彦
村
の
又
六

い
に
批
判
し
憎
悪
の
言
を
吐
い
た
。
そ
の
日
は
何
も
な
く
過

ぎ
た
が
、
後
日
、
水
戸
の
役
所
よ
り
村
役
人
同
道
に
て
又
六

に
呼
び
出
し
が
か
か
っ
た
。
役
所
に
出
頭
し
た
又
六
は
た
ち

ま
ち
縄
を
か
け
ら
れ
、
田
彦
村
に
新
設
さ
れ
た
牢
獄
に
つ
な

が
れ
た
。
お
り
か
ら
領
内
の
百
姓
千
数
百
人
が
一
丸
と
な
っ

て
江
戸
の
水
戸
藩
邸
へ
强
訴
に
及
び
、
そ
の
功
あ
っ
て
又
六

は
牢
か
ら
解
き
放
さ
れ
、
松
波
は
追
放
さ
れ
た
。
宝
永
改
革

は
こ
の
一
揆
に
よ
っ
て
中
止
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
地
元
で

は
又
六
の
伝
承
も
な
く
謎
の
人
物
で
あ
る
。

︿
参
考
文
献
﹀
﹃
勝
田
市
史
近
世
編
﹄

宝永一揆と田彦村の又六



房田淄池（高場地内）
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昔
、
田
彦
村
に
働
き
者
の
彦
蔵
と
い
う
百
姓
が
い
た
。
昔

は
今
と
違
っ
て
化
学
肥
料
が
少
な
く
田
畑
を
耕
す
に
は
専
ら

草
な
ど
を
腐
ら
せ
て
堆
肥
と
し
た
。
言
わ
ば
作
物
の
無
農
薬

栽
培
で
あ
る
。
昔
は
ど
こ
の
農
家
で
も
「
朝
草
刈
り
」
や

「
木
の
葉
さ
ら
い
」
を
し
て
堆
肥
づ
く
り
に
精
を
出
し
た
。

　

さ
て
、
あ
る
朝
、
彦
蔵
夫
婦
は
近
く
の
山
（
高
い
山
で
は

な
く
平
地
林
の
こ
と
を
い
う
）
へ
朝
草
刈
り
に
行
っ
た
と
き
、

怖
い
も
の
を
見
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
露
草
が
女
帯
の
幅
ぐ

ら
い
に
一
方
に
靡
（
な
び
）
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
紛
れ
も
な
く
大
蛇
の
足
跡
で
、
し
か
も
今
し
が
た

の
も
の
と
見
て
と
れ
た
。
驚
い
た
彦
蔵
は
草
刈
り
ど
こ
ろ
で

は
な
い
。
い
ち
早
く
そ
こ
か
ら
去
る
べ
く
、
無
理
矢
理
に
女

房
の
手
を
引
っ
張
っ
て
家
路
へ
と
急
い
だ
。
実
は
女
房
の
お

は
な
は
非
常
に
神
経
質
の
持
ち
主
だ
っ
た
の
で
、
現
場
で
倒

大
蛇
の
足
跡
の
話

れ
た
ら
大
変
と
思
い
急
き
立
て
た
の
で
あ
る
。

　

家
に
つ
い
て
こ
の
話
を
す
る
と
、
案
の
定
驚
い
て
寝
込
ん

で
し
ま
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
大
蛇
は
高
場
の
房
田
淄
（
ボ
ー
ダ
ダ
メ
）
と
田
彦
の

ミ
ン
ミ
ン
洞
の
間
を
行
き
来
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
今
は
亡
き
古
老
か
ら
聞
い
た
実
話
で
あ
る
。

（
文
中
の
夫
婦
の
名
は
仮
名
で
あ
る
）

大蛇の足跡の話



枯死前の菩提樹の姿
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田
彦
字
根
崎
（
通
称
上
田
彦
）
の
共
同
墓
地
（
藤
咲
氏
宗

家
の
旧
墓
地
）
の
一
角
に
菩ぼ
だ
い
じ
ゅ

提
樹
が
生
え
て
い
る
。
こ
れ
は

自
生
で
は
な
い
。
何
代
も
前
の
藤
咲
氏
の
先
祖
（
本
紙
、
８

頁
「
藤
佐
久
氏
の
系
譜
」
参
照
）
が
昔
、
仏
教
の
信
仰
心
に

よ
り
植
え
た
も
の
に
相
違
な
い
。
菩
提
樹
と
は
、
仏
教
の
開

希
少
価
値
の
菩
提
樹

祖
で
あ
る
イ
ン
ド
の
釈し
ゃ
か
む
に

迦
牟
尼
（
お
釈
迦
さ
ま
）
が
こ
の
木

の
下
に
座
し
て
正し
ょ
う
が
く覚
を
成じ
ょ
う
ど
う道
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
悟
り
を
開
い
た
と
い
わ
れ
る
。
今
わ
た
し
た
ち
が
見

る
木
は
勿
論
イ
ン
ド
産
で
は
な
い
。
中
国
産
の
落
葉
樹
で
大

木
に
な
る
。
両
種
は
花
と
実
は
こ
と
な
る
が
葉
は
ハ
ー
ト
形

で
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。
か
つ
て
市
内
（
旧
勝
田
）
に
、

ほ
か
に
二
本
あ
っ
た
。
一
本
は
金
上
城
主
の
旧
墓
地
近
く
に
、

も
う
一
本
は
中
世
の
開
発
土
豪
と
よ
ば
れ
た
外
野
の
鴨
志
田

家
の
旧
墓
地
内
に
あ
っ
た
が
二
本
と
も
開
発
に
と
も
な
い
枯

死
し
て
し
ま
っ
た
。
今
で
は
田
彦
根
崎
の
一
株
の
み
が
生
き

残
っ
て
貴
重
な
存
在
と
な
っ
た
。
写
真
で
見
る
木
は
最
近
枯

れ
て
し
ま
っ
た
。
現
在
は
そ
の
あ
と
に
大
株
の
間
か
ら
若
木

が
元
気
よ
く
伸
び
て
お
り
大
事
に
し
て
い
る
。
将
来
は
市
に

対
し
て
保
存
樹
木
の
申
請
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

希少価値の菩提樹



明治  7年  田彦郵便局取扱所許可書（右）と
明治18年  貯金書留（左）〔田彦  藤咲隆家蔵〕

18

　

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
三
月
、
前
代
か
ら
の
飛
脚
は
廃

止
さ
れ
、
東
京
―
大
阪
間
の
東
海
道
各
駅
で
の
「
新
式
郵

便
」
の
業
務
を
開
始
し
た
。
翌
年
七
月
に
は
全
国
に
郵
便
制

度
が
実
施
さ
れ
て
日
本
に
お
け
る
近
代
郵
便
制
度
が
確
立
し

た
。
こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
交
通
の
要よ
う
し
ょ
う衝
で
あ
っ
た
陸
前
浜

街
道
筋
の
田
彦
村
の
藤
咲
仙
介
は
駅え
き
て
い逓
寮
（
明
治
初
年
の
交

通
・
通
信
を
所
管
す
る
官
庁
）
よ
り
郵
便
取
扱
役
に
任
命
さ

れ
た
。
明
治
七
年
十
二
月
、
木
造
平
屋
瓦
葺
の
局
舍
を
建
て

同
月
十
日
郵
便
取
扱
所
の
看
板
を
か
か
げ
た
。

　

藤
咲
家
（
当
主
藤
咲
隆
氏
）
は
仙
介
の
代
に
屋
号
を
加
満

屋
（
か
ま
や
）
と
称
し
て
酒
造
業
を
営
ん
で
お
り
、
仙
介
は

田
彦
村
の
庄
屋
、
戸
長
・
村
長
な
ど
を
歴
任
し
た
名
望
家
で

あ
っ
た
。
藤
咲
家
が
郵
便
取
扱
役
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
わ

が
国
の
郵
便
制
度
の
草
創
期
に
あ
た
る
き
わ
め
て
早
い
時
期

田
彦
村
に
郵
便
取
扱
所
開
設

で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
市
内
で
は
最
初
で
あ
る
。

　

明
治
八
年
一
月
、
政
府
は
従
来
の
郵
便
取
扱
所
を
郵
便
局

と
改
め
一
等
か
ら
五
等
に
分
類
し
た
が
田
彦
郵
便
取
扱
所
は

同
年
二
月
十
二
日
に
五
等
郵
便
局
と
な
っ
た
。
そ
し
て
田
彦

郵
便
局
の
配
達
区
域
は
田
彦
、
稲
田
、
佐
和
、
高
場
、
高
野
、

東
石
川
、
武
田
、
堀
口
、
市
毛
、
津
田
の
十
か
村
と
定
め
ら

れ
た
。

〈
参
考
文
献
〉
『
勝
田
市
史　

近
代
・
現
代
編
Ⅰ
』

田彦村に郵便取扱所開設
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勝
田
電
車
区
の
西
方
に
あ
る
「
堂
端
霊
園
」
の
一
角
に
、

そ
の
辺
り
一
帯
の
荒
野
を
開
拓
し
た
歴
史
を
物
語
る
記
念
碑

が
建
っ
て
い
る
。
碑
の
大
き
さ
は
タ
テ
一
メ
ー
ト
ル
、
ヨ
コ

一
・
九
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
約
十
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
御
影

石
で
あ
る
。
表
面
に
は
元
茨
城
県
知
事
岩
上
二
郎
の
筆
に
よ

り
「
開
拓
の
里
」
と
大
書
し
て
い
る
。
裏
面
に
は
、
開
拓
の

苦
斗
と
同
志
十
九
人
の
夫
婦
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
の

碑
誌
（
名
前
は
省
略
）
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

「
こ
の
里
は
茨
と
篠
に
蔽
れ
た
不
毛
の
荒
野
で
あ
っ
た　

大
東
亜
戦
争
に
敗
れ
焦
土
と
化
し
た
わ
が
国
は
人
心
の
荒
廃

と
生
活
の
窮
乏
は
そ
の
極
に
達
し
世
情
ま
こ
と
に
混
沌
た
る

有
様
で
あ
っ
た　

私
達
は
食
糧
の
緊
急
増
産
こ
そ
祖
国
再
建

の
近
道
と
信
じ
十
九
名
の
同
志
が
集
り
昭
和
二
十
二
年
春
勝

田
海
測
第
一
開
拓
組
合
を
結
成
し
荒
野
の
開
墾
に
挑
戦
し
た　

荒
野
を
き
り
ひ
ら
く

無
か
ら
有
を
生
む
自
然
と
の
斗
い
は
苛
烈
を
き
わ
め
晨
に
星

を
頂
き
夕
べ
に
月
影
を
踏
み
な
が
ら
乏
し
い
藷
や
雑
炊
に
飢

を
凌
ぎ
稔
り
あ
る
畑
つ
く
り
に
精
魂
を
傾
け
て
き
た　

翌

二
十
三
年
勝
田
開
拓
農
業
協
同
組
合
を
設
立　

電
設
組
合
を

併
設
し
電
燈
を
導
入　

農
村
工
業
を
興
し
て
自
給
体
制
を
整

え
鶏　

豚　

緬
羊　

乳
牛
等
を
飼
育
し
て
経
営
の
多
角
的
合

理
化
を
図
り　

輝
か
し
い
緑
豊
か
な
新
農
村
建
設
を
完
成
し

た　

尓
来
星
霜
移
り
三
十
余
年
世
の
様
も
変
り
こ
の
静
か
な

里
に
も
都
市
化
の
波
が
押
し
寄
せ
美
し
い
田
園
に
も
新
興
住

宅
が
建
ち
並
び　

私
達
開
拓
者
は
そ
の
使
命
を
終
え
て
組
合

を
解
散
す
る
こ
と
に
な
っ
た　

こ
の
と
き
に
あ
た
り
私
達
の
歩

ん
だ
苦
斗
と
栄
光
の
精
神
を
子

孫
に
伝
え
る
と
共
に
そ
の
繁
栄

を
祈
り
同
志
の
名
を
刻
ん
で
碑

を
建
て
後
世
に
残
す
も
の
で
あ

る
」

　

昭
和
五
十
六
年
十
月
吉
日

荒野をきりひらく



妙徳寺の本堂（水戸市加倉井町）
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国
道
六
号
線
の
西
側
で
、
田
彦
宿
の
ほ
ぼ
中
ご
ろ
の
字
林
山
に
、
昔
、
日
蓮

宗
の
寺
院
が
建
て
ら
れ
た
。
今
は
畑
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
あ
た
り
を
寺
ば

た
け
と
か
寺
屋
敷
と
よ
ん
で
い
る
。

　

水
戸
市
加
倉
井
町
に
あ
る
妙
徳
寺
の
「
妙
徳
寺
由
緒
」
に
よ
る
と
、
身
延
山

（
日
蓮
宗
総
本
山
久く
お
ん
じ

遠
寺
）
の
大
旦
那
で
あ
っ
た
甲
斐
国
（
山
梨
県
）
波
木
井

の
豪
族
波
木
井
六
郎
実
長
の
三
男
弥
三
郎
実
氏
は
、
日
蓮
門
下
の
日
高
上
人
の

布
教
活
動
を
援
助
し
て
い
た
が
、
永
仁
元
年
（
一
二
九
三
）
母
の
妙
徳
尼
の
菩

提
を
と
む
ら
う
た
め
、
加
倉
井
に
日
高
上
人
を
開
山
と
す
る
隠
井
山
高
在
院
妙

徳
寺
を
建
立
し
た
。
そ
の
後
、
貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）、
旦
那
波
木
井
弥
太

郎
真
茂
の
発ほ
つ
が
ん願
に
よ
り
真
茂
の
父
の
妙
用
、
母
の
妙
経
の
菩
提
の
た
め
、
妙
用

寺
を
鹿
島
郡
紅
葉
村
（
鉾
田
市
）
に
妙
経
寺
を
田
彦
の
地
に
建
立
し
た
。
し
か

し
、
な
ぜ
田
彦
の
地
を
選
ん
だ
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
な
お
廃
寺
の
年
代
も
不

明
で
あ
る
。

︿
参
考
文
献
﹀『
勝
田
市
史
中
世
編
』『
茨
城
の
寺
㈡
』

日
蓮
宗
の
寺
院
妙
経
寺
跡

日蓮宗の寺院妙経寺跡



左が宝篋印塔　右二つが五輪塔
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田
彦
字
雷い
か
づ
ち土
に
、
か
つ
て
観
音
堂
が
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら

五ご
り
ん
と
う

輪
塔
と
宝ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

篋
印
塔
が
掘
り
だ
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
墓
標
は
田
彦
小
学
校
々
庭
の
端
で
フ
ェ
ン
ス
の
外
に

生
い
て
い
る
桜
の
根
本
あ
た
り
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
以
前
に

小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
辺
り
の
荒
地
を
開
墾
し
た
際
に
出
土
し

た
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
戦
国
時
代
の
も
の
と
み
ら
れ
る
が
誰
の

墓
標
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
か
な
り
の
豪
族
の
墓
と
思
わ

れ
る
。
慶
長
一
六
年
（
一
六
一
一
）
正
月
の
外
野
の
鴨
志
田
家

の
古
文
書
に
み
え
る
大
島
村
の
清
水
三
郎
衛
門
、
か
ち
村
治
部

少
輔
、
平
野
ぬ
い
右
衛
門
ら
の
一
族
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
大
島
に
は
か
つ
て
真
言
宗
の
補ふ
だ
ら
く
せ
ん
か
ん
の
ん
じ
か
く
じ
ょ
う
い
ん

陀
落
山
観
音
寺
覚
成
院
が

あ
っ
た
が
、
一
説
に
、
も
と
田
彦
の
雷
土
に
あ
っ
た
の
を
移
し

た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
小
学
校
の
西
側
あ
た
り
一
帯
を
地
元

で
は
あ
た
か
も
地
名
の
如
く
「
か
ん
の
ん
ど
」
と
呼
ん
で
い
る
。

中
世
の
寺
院
跡  

観
音
堂
と
安
養
院

　

ま
た
、
田
彦
に
は
室
町
時

代
（
一
五
世
紀
代
）
に
那な

ち智

阿あ
み
だ
さ
ん
が
ん
じ
ょ
う
じ
あ
ん
よ
う
い
ん

弥
陀
山
願
成
寺
安
養
院
と

い
う
真
言
宗
の
寺
院
が
あ
っ

た
。
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
に
水
戸
藩
が
社
寺
改
正
の
た
め

に
神
社
や
寺
院
の
開
基
、
創
建
年
代
や
由
緒
な
ど
を
調
べ
あ
げ

て
作
成
し
た
「
開
基
帳
」
に
「
寺
、
七
拾
七
年
以
前
、
額
田
の

乱
之
時
焼
申
候
…
…
法
流
右
之
火
事
に
焼
失
申
候
」
と
み
え
る

の
で
天
正
年
間
以
前
の
開
基
で
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

こ
の
額
田
の
乱
と
は
、
天
正
一
六
年
（
一
五
八
八
）
に
、
江
戸

氏
と
額
田
城
（
那
珂
市
額
田
）
主
の
小
野
崎
氏
が
戦
っ
て
田
彦
、

稲
田
、
外
野
、
津
田
な
ど
の
村
も
戦
場
と
な
り
多
く
の
社
寺
が

炎
上
し
た
大
乱
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
観
音
寺
と
の
関
係

や
安
養
院
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
等
不
明
の
点
が
多
い
。

中世の寺院跡  観音堂と安養院
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節
分
と
は
、
四
季
の
立
春
・
立
夏
・
立
秋
・
立
冬
の
前
日

を
呼
ぶ
が
、
現
在
で
は
二
月
三
日
の
立
春
の
前
日
だ
け
を
節

分
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

中
国
で
行
わ
れ
て
い
た
「
追つ
い
な儺
式
」
と
い
う
悪
鬼
を
追
い

払
う
儀
式
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
こ
と
が
豆
ま
き
の
始
ま
り
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　

厄
年
に
は
豆
を
ま
い
て
厄
払
い
を
す
る
。
男
は
数
え
歳

二
十
五
歳
・
四
十
二
歳
・
六
十
一
歳
。
女
は
十
九
歳
・

三
十
三
歳
・
三
十
七
歳
と
さ
れ
て
い
る
が
、
と
く
に
男
は

四
十
二
歳
、
女
は
三
十
三
歳
が
大
厄
と
よ
ば
れ
、
一
般
的
に

は
い
ろ
い
ろ
な
災
難
に
遭
い
や
す
い
年
齢
だ
と
い
わ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
こ
の
厄
を
鬼
に
見
た
て
て
厄
払
い
を
す
る
。

　

節
分
に
は
、
柊
ひ
い
ら
ぎの
枝
や
大
豆
が
ら
な
ど
に
焼
い
た
鰯
い
わ
しの
頭
を

焼や
い
か
が
し
嗅
と
豆
ま
き

つ
け
た
「
や
い
か
が
し
＝
や
っ
か
が
し
」
を
玄
関
な
ど
に
挿

す
。
こ
れ
は
イ
ワ
シ
の
異
臭
と
柊
の
葉
が
鬼
の
目
を
刺
す
と

考
え
ら
れ
た
。
な
お
、
目め
か
ご籠
を
長
い
竹
の
先
に
つ
け
て
家
の

軒
先
に
立
て
か
け
る
な
ら
わ
し
が
あ
っ
た
。
目
籠
の
沢
山
の

目
で
に
ら
ま
れ
て
鬼
が
驚
い
て
逃
げ
て
ゆ
く
と
い
う
。
ま
た
、

節
分
に
は
日
暮
れ
方
に
な
る
と
隣
近
所
か
ら
「
福
は
内
、
鬼

は
外
…
…
」
と
声
高
に
唱
え
る
の
が
聞
こ
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

例
外
と
し
て
、
田
彦
の
藤
咲
家
で
は
豆
を
ま
か
な
い
し
き

た
り
が
あ
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
わ
け
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
に
は
諸
説
が
あ
る
が
、
ま
ず
は
田
彦
の
長
老
で
あ

る
藤
咲
吉
男
さ
ん
（
一
〇
一
歳
）
に
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
。
藤
咲
さ
ん
が
子
供
の
頃
年
寄
り
か
ら
聞
い
た
話
は
つ
ぎ

の
よ
う
で
あ
る
。
「
む
か
し
、
藤
咲
家
の
先
祖
に
、
た
い
そ

う
丹
精
（
働
き
者
）
な
人
が
い
た
。
毎
日
朝
早
く
か
ら
夜
お

そ
く
ま
で
働
い
て
、
こ
の
日
（
節
分
の
日
）
も
お
そ
く
ま
で

働
い
て
い
て
豆
を
ま
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の

は
、
こ
れ
が
例
と
な
っ
て
藤
咲
家
で
は
豆
を
ま
か
な
い
風
習

が
生
ま
れ
た
」
と
い
う
。

焼嗅と豆まき
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私
の
親
友
（
藤
咲 

実
氏
）
の
父
親
で
愛
称
「
さ
ぶ
や

ん
」
と
よ
ば
れ
た
藤
咲
今
三
郎
さ
ん
が
病
魔
に
お
か
さ
れ
薬

石
効
な
く
三
十
六
歳
の
若
さ
で
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。
昭
和

七
年
一
月
十
九
日
の
こ
と
で
あ
る
。

　

昔
の
葬
儀
は
、
今
の
よ
う
に
斎
場
が
な
か
っ
た
の
で
、
隣

近
所
の
手
伝
い
を
う
け
て
自
宅
で
行
っ
た
。
埋
葬
は
土
葬
が

普
通
で
あ
っ
た
。
藤
咲
家
も
例
外
で
は
な
い
。
野
辺
送
り
が

済
ん
で
夕
暮
れ
に
な
る
と
忌
中
払
い
が
は
じ
ま
る
。
子
ど
も

達
は
外
で
辺
り
が
暗
く
な
る
ま
で
遊
ん
で
い
て
、
ふ
と
藤
咲

家
の
方
を
見
る
と
、
家
の
南
側
の
方
が
少
し
竹
や
ぶ
に
な
っ

て
い
て
一
段
と
低
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
そ
の

あ
た
り
か
ら
、
何
や
ら
白
い
も
の
が
空
に
上
る
の
を
見
た
。

そ
れ
は
ち
ぎ
れ
雲
の
よ
う
で
も
あ
り
、
煙
の
よ
う
に
も
見
え

た
が
フ
ワ
リ
フ
ワ
リ
と
子
ど
も
達
の
頭
の
上
の
方
を
ゆ
っ
く

人
魂（
ひ
と
だ
ま
）が
飛
ん
だ

り
と
飛
ん
で
墓
の
上

あ
た
り
ま
で
き
た
と

き
急
に
消
え
て
し

ま
っ
た
。
誰
も
呆
気

に
と
ら
れ
て
口
を
利

か
な
か
っ
た
。

　

藤
咲
家
と
墓
と
の

距
離
は
約
一
〇
〇

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
図

の
点
線
で
示
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
子
ど
も
達
数
人
は
図
の
○
印
の
あ
た
り
の
道

路
で
見
て
い
た
。
私
は
当
時
七
歳
で
あ
っ
た
が
、
今
で
も
そ

の
と
き
の
こ
と
を
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
る
。

　

人
魂
に
つ
い
て
『
広
辞
苑
』
に
は
「
夜
間
に
空
中
を
浮
遊

す
る
青
白
い
火
の
玉
。
古
来
、
死
人
の
か
ら
だ
か
ら
離
れ
た

魂
と
い
わ
れ
る
。
」
と
あ
る
。

　

私
の
記
憶
で
は
灰
白
色
で
、
青
白
い
火
の
玉
で
は
な
か
っ

た
。

人魂（ひとだま）が飛んだ
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明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
田
彦
村
が
作
成
し
た
『
田
彦
村
全
図
』
に
は
十
五

の
小
字
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
字
は
市
町
村
内
の
区
画
の
名
で
大
字
と
小
字
が

あ
る
。
普
通
に
は
小
字
は
単
に
字
と
い
っ
て
い
る
。
復
数
の
大
字
に
よ
っ
て
町
村

が
構
成
さ
れ
大
字
は
い
く
つ
か
の
小
字
か
ら
な
る
。

　

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
行
わ
れ
た
「
市
町
村
制
」
の
公
布
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ま
で
江
戸
時
代
か
ら
呼
ば
れ
て
い
た
村
が
大
字
と
な
る
な
ど
地
方
制
度
が
確

立
さ
れ
、
小
字
は
市
町
村
の
最
少
行
政
単
位
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ

も
そ
も
小
字
名
の
起
こ
り
は
そ
の
土
地
柄
や
新
田
開
発
に
も
と
づ
く
も
の
な
ど
自

然
発
生
的
な
も
の
が
多
く
な
か
に
は
神
社
仏
閣
な
ど
に
由
来
す
る
地
名
も
あ
る
。

　

田
彦
村
の
地
名
に
は
原
と
か
山
と
い
っ
た
土
地
柄
に
よ
る
も
の
が
み
え
る
が
、

な
か
に
は
理
解
し
に
く
い
名
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
後
原
は
ど
こ
の
後
な
の
か
、

ま
た
、
西
原
に
対
し
て
東
に
相
当
す
る
地
名
が
な
い
な
ど
、
こ
う
し
て
み
る
と
開

発
の
中
心
的
位
置
が
ど
こ
で
あ
っ
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
し
か
し
、
田
彦
は

古
く
か
ら
街
道
に
よ
っ
て
発
展
し
た
こ
と
は
相
違
な
い
で
あ
ろ
う
。

田
彦
村
の
地
名「
字あ
ざ

」に
つ
い
て

田彦村の地名「字」について
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人
に
渾あ
だ
な名
が
あ
る
よ
う
に
土
地
に
も
そ
れ
に
に
た
俗
称
が
あ
る
。

田
彦
の
小
字
に
も
い
く
つ
か
の
俗
称
が
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
に
「
ビ

ン
ダ
」
と
呼
ば
れ
る
田
ん
ぼ
が
あ
る
。
そ
こ
は
、
国
道
沿
い
の
「
山

新
」
の
あ
た
り
か
ら
大
島
溜
あ
た
り
の
田
ん
ぼ
の
ほ
ぼ
中
間
で
変
電

所
辺
り
の
田
ん
ぼ
一
帯
の
通
称
で
あ
る
。
正
し
く
は
「
二
本
松
」
と

い
う
。
名
の
起
こ
り
は
「
ヒ
ル
ダ
→
ビ
ル
ダ
→
ビ
ン
田
」
の
よ
う
に

訛
っ
た
も
の
で
、
端
的
に
は
「
ヒ
ル
」
が
沢
山
い
る
田
ん
ぼ
の
こ
と

で
あ
る
。
田
彦
あ
た
り
で
は
「
蛭
＝
ヒ
ル
」
を
「
ビ
ル
＝
ビ
ル
メ
」

と
い
っ
た
。

　

昔
は
田
ん
ぼ
に
農
薬
を
使
用
し
な
か
っ
た
の
で
「
ビ
ル
」
が
沢
山

い
た
。
も
し
素
足
で
田
ん
ぼ
に
入
る
も
の
な
ら
忽
ち
ビ
ル
が
や
っ
て

来
て
足
に
吸
い
付
い
て
吸
血
さ
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
昔
は
こ
う

し
た
こ
と
だ
け
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
今
に
そ
の
名
が
の
こ

る
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
特
に
多
く
す
ん
で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

地
名
の
俗
称「
ビ
ン
ダ
」に
つ
い
て

地名の俗称「ビンダ」について
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土
地
に
は
そ
の
土
地
の
形
状
な
ど
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な

呼
び
名
が
あ
る
。
こ
こ
は
田
彦
の
北
部
に
あ
た
る
が
、
那
珂

市
に
通
ず
る
道
路
に
沿
っ
た
幅
約
十
メ
ー
ト
ル
前
後
、
長
さ

約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
土
地
で
、
か
つ
て
の
寄
居
団
地

あ
と
に
境
し
て
い
る
。

　

現
在
は
住
宅
が
立
ち
並
ん
で
い
る
が
以
前
は
雑
木
林
で

あ
っ
た
。
細
長
い
こ
の
土
地
を
昔
の
人
は
「
ふ
ん
ど
し
」
に

例
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
反
対
側
の
一
帯
を
「
そ

り
山
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
こ
は
早
戸
川
に
面
し
た
田
ん
ぼ

に
つ
づ
い
て
い
る
な
だ
ら
か
な
傾
斜
の
畑
（
も
と
も
と
は
雑

木
山
）
で
あ
る
が
、
現
在
は
道
路
沿
い
に
住
宅
が
立
ち
昔
の

面
影
を
一
変
し
つ
つ
あ
る
。

俗
称「
反
り
山
」と「
褌
山
」に
つ
い
て

俗称「反り山」と「褌山」について
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市
域
に
は
洞
と
よ
ば
れ
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
る
。
那
珂
湊
の

「
名な
へ
い
ど
う

平
洞
」
な
ど
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
田
彦
に
も
洞
と
よ
ば

れ
た
湧
水
池
や
溜
池
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
中
世
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
開

発
の
歴
史
を
秘
め
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
田
畑
の
耕
作
に
は
水
は
必
要

不
可
欠
で
昔
か
ら
自
然
の
湧
水
や
溜
池
な
ど
の
水
に
頼
っ
て
き
た
。
し

か
し
、
池
な
ど
は
常
に
満
水
と
い
か
ず
涸
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
こ
で

新
た
に
池
を
掘
削
し
、
あ
る
い
は
水
源
の
規
模
を
拡
張
す
る
な
ど
し
て

こ
れ
に
対
処
し
て
き
た
。
大
島
溜
（
一
名
雷
溜
＝
い
か
ず
ち
だ
め
）
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
上う
わ

溜
・
下
溜
な
ど
は
典
型
的
な
例
で
あ
る
。

　

田
彦
中
学
校
々
庭
西
側
の
田
ん
ぼ
に
面
し
た
辺
り
に
「
ツ
ッ
コ
エ
洞
」

と
よ
ば
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
以
前
、
寄
居
団
地
が
あ
っ
た

近
く
に
「
ミ
ン
ミ
ン
洞
」
と
い
う
湧
水
池
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
名
は
お

そ
ら
く
「
ミ
ン
ミ
ン
蝉
」
の
鳴
き
声
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

今
は
い
ず
れ
も
埋
め
立
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

ツ
ッ
コ
エ
洞
と
ミ
ン
ミ
ン
洞
に
つ
い
て

ツッコエ洞とミンミン洞について
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